
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】

課 係

会計 10款 5項 10目

年度 ～ 平成 年度
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【事務事業の推移】
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一般・小中学校及び高等学校

芸術文化の向上と開かれた会館を目指し、個人及び団体を問わず音楽・芸能等に励ま
れている方々に呼び掛けをして、発表の機会となるよう働きかけてまいりたい。
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公共事業 施設維持管理
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施設の管理運営業務を実施する。
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担 当 課 係 名 仙北市民会館

新規／継続の区分

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

基本計画 生涯学習の推進と社会教育施設の整備

社会教育施設の充実

平成

施策の大綱

社会教育費教育費

補助金

明日を担う人材育成を育む教育文化のまち

市民会館費

総合計画の
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施）

芸術鑑賞の場を提供できる施設を維持する
ため。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

開館以来、文化の殿堂としての重責を担って、各種行事が開催され、市民が自主的に主催する行事が増加しつ
つ、そうした中から生保内節全国大会が育ち、毎年参加者が200名を超すまでとなりました。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ｂ 稼働率は低いものの、市民への芸術文化の環境機会を提供する場としての施設の必要性は認
められるが、管理運営形態についての検討が必要と考える。
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